
 90-05-5218 
 
 
 
 

 
 
 

慶應義塾大学ビジネス・スクール 

 
本ケースは慶慶應義塾大学教授浅川和宏監修の下、頴原譲、鄭偉閣、飯田卓子、カザケヴィッチ・フセーボロドによ

り二次資料を基に作成された。 
慶應義塾大学ビジネス・スクールが出版するものであり、ケースの複製等についての問い合わせ先は慶應義塾大学ビ

ジネス･スクール (〒223-8523 神奈川県横浜市港北区日吉本町 2 丁目 1 番 1 号、電話 045-564-2444、e-mail 
case@kbs.keio.ac.jp)。また、ケースの注文は http://www.kbs.keio.ac.jp/case/index.html。慶應義塾大学ビジネス・スク

ールの許可を得ずに、本ケースのいかなる部分の複製、検索システムへの取り込み、スプレッドシートでの利用、また

はいかなる方法（電子的、機械的、写真複写、録音・録画、その他種類を問わない）による伝送は、これを禁ずる。 
 
Copyright©2005 は浅川和宏、頴原譲、鄭偉閣、飯田卓子、カザケヴィッチ・フセーボロドが保有する。 

 

レノボによる IBM（PC事業部門）の買収 
（2005年 11月 8日版） 
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2005 年 5 月のある日の午後、レノボ（Lenovo Group Ltd.）の CEO であるスティーブ･

ウォードは、北京からニューヨークに移された統括本部の一室で、会長の楊元慶とともに今

後の経営のあり方について話し合っていた。昨年末の発表以来、急ピッチで進められてきた

IBM のパーソナル･コンピューティング（PC）事業部門買収の様々な作業が同月 1 日によう10 

やく終了し、法的手続きが完了したことを正式に発表した1ばかりだったが、彼らはこれから

が本当の始まりと考えていた。まだ 50 人ばかりの小さな本社であったが、彼らの議論する

内容は地球規模のスケールの大きいものであった。 
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買収の概要 

 

買収完了の発表に先立つ半年前の 2004 年 12 月 8 日、中国のレノボと米国の IBM コーポ

レーションは、レノボが IBM の PC 事業部門を買収することに関する最終合意書に署名した20 

と発表した。この買収により 2003 年の実績ベースで新レノボの年間販売総額はおよそ 130

億ドル、販売台数は 1,400 万台に達し、デル、ヒューレット・パッカード（HP）に続く、

                                                  
1 日本経済新聞 2005 年 5 月 2 日記事 


